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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦前・戦時期の日本の戦略研究としての回教・猶太研究を積極的に再評価し、戦
後展開した基礎的な地域研究としての中東イスラーム地域研究との継続性に力点を置いて検討した。そのような観点か
ら、当該時期の研究、とりわけ雑誌『猶太研究』に関するデータベースを構築しつつ、戦後のイスラーム研究およびユ
ダヤ研究に関する基礎研究と政策研究のバランスの上に立った、日本から発信できる新たな中東イスラーム地域研究の
あるべき方向性を示した。

研究成果の概要（英文）：This study reevaluates Muslim and Jewish studies before and during World War Two a
s strategic studies and explores the post-war time development of Middle Eastern and Islamic area studies 
inherited from those of the pre-war time. From this viewpoint, we constructed database on the above-mentio
ned studies, especially the Journal of Jewish studies and shows a new direction of Middle Eastern and Isla
mic studies from Japanese perspective in order to keep balance between policy-oriented and basic studies. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、科学研究費補助金基盤研究（B)
（１）「日本・中東イスラーム関係の再構築
―中東イスラーム地域研究の新地平」（平成
14 年～16 年、研究代表者 臼杵陽）、基盤研
究 A（１）「日本・イスラーム関係のデータ
ーベース構築―戦前期回教研究から中東イ
スラーム地域研究への展開」（平成 17 年～19
年、研究代表者 臼杵陽）、さらに科学研究
費補助金基盤研究（B)「第二次世界大戦期の
日本及び枢軸国の対中東・イスラーム政策の
比較研究」（平成 20 年～22 年、研究代表者 
臼杵陽）を行なった上で、同じ枢軸国であり
ながら、日本はドイツやイタリアとは違った
対イスラーム・対ユダヤ人政策をもち、両国
とは異なって「人種主義」を伴っていなかっ
た。したがって、日本において「回教・猶太
問題」と公的に呼ばれているような事態に対
して、どのように対応したのかを改めて確認
する必要がある。すなわち、本研究はとりわ
け「猶太問題」に若干の力点を置きつつも、
戦前期あるいは戦時期の日本にとってこの
問題がどのように受け止められたかを検討
する必要があると痛感するに至った。とりわ
け、戦前・戦時期の回教研究を考える上で、
キーパーソンといってもいい東亜経済調査
局を主宰した大川周明にとりわけ焦点を当
てることにした次第である。さらに、戦前・
戦中の研究が戦後の日本の中東イスラーム
研究にとってどんな意味を持ったのかを改
めて検討する必要があるのである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、戦前日本の戦略研究とし
ての回教・猶太研究を積極的に再評価し、戦
後展開した基礎的な地域研究としての中東
イスラーム地域研究との継続性に力点を置
いて検討する。 
そのような観点から新たにデータベース

を構築しつつ、基礎研究と政策研究のバラン
スの上に立った「21 世紀型中東イスラーム地
域研究」のあるべき姿を提言する。 
 
３．研究の方法 
 
未刊史資料を含む情報を電子媒体で整理･

分析、大日本帝国領に亡命していたムスリム
によって刊行されていたタタール語等の雑
誌・新聞類あるいは戦前期アフガニスタンに
関する資料も調査・収集の対象となる。さら
に、戦前の日本で回教世界に強い関心を有し
ていた仏教などの宗教界の関係諸団体が発
行していた新聞･雑誌などの調査も行なう。 
 
４．研究成果 
 
第 2 年度において、『日本中東学会年報 

(Annals of Japan Association for Middle 

East Studies)』第 28 巻第 2号、2013 年 3月
刊、に特集「日本の中東研究における新たな
潮流―その起源を探る (New Trends in 
Japan's Study of the Middle East: 
Searching for Roots)」を組んだ。分担者の
加藤博が「序論」で特集の意図を説明し、同
じく分担者の三沢伸生と連携研究者の大澤
広嗣が「戦前・戦中期における日本人のイス
ラーム認識―仏教系日刊新聞『中外日報』掲
載イスラーム関係記事（1937～45 年）」とい
う史料紹介を行い、分担者の店田廣文が「戦
中期日本における回教研究機関―『大日本回
教協会寄託資料』の検討」を、さらに研究代
表者の臼杵陽が「ある日本人アジア主義者の
イスラーム観―大川周明の場合」を寄稿した。 
 また、国際ワークショップ『戦前・戦時期
日本における中東研究の現代的展開－回
教・猶太問題」からの視座』を 2013 年 3 月
17 日に熱海の東洋大学の施設において開催
した。その際、トルコから招聘した A.Merthan 
DUNDAR（アンカラ大学准教授）が「日本・ト
ルコ関係史」と題する講演を行うとともに、
連携協力者の安藤潤一郎（東海大学）が「日
中戦争期の中国大陸における日本の回教工
作と回民社会－華北を中心に」、同じく連携
研究者の重親知佐子（兵庫大学）が「戦前日
本のイスラームをめぐる思想と政策－軍部
と日本国教大道社を中心に」の報告を行った。 
第 3年度においては、国際ワークショップ

「オスロ合意再考―パレスチナとイスラエ
ルに与えた影響と代理案―」を 2013 年 10 月
12 日（土）と 13 日（日）の両日に東京大学
東洋文化研究所で開催した。 
また、オスロ合意 20 年国際ワークショッ

プ II「オスロ合意の代案とは何か―パレスチ
ナ／イスラエルをめぐる一国家・二国家論争
―」を 10 月 14 日にも開催した。その際、海
外からの参加者のうちライラ・ファルサハ氏
（マサチューセッツ大学准教授）を本科研に
よって招聘した。 
日本の回教研究に関しては、2014 年 10 月

19 日に山形県酒田市において開催された大
川周明博士顕彰会主催碑前祭に科研分担者
が参加して、顕彰会会員および大川塾第二期
の終了生である山本哲朗氏および加藤健四
郎氏とともに懇話会をもって、意見交換を行
った。また、大川周明研究に関連して、大川
の評伝を執筆した際、本科研関係者も全面的
に協力したアメリカ人ジャーナリストのエ
リック・ジャッフェ氏が以下の著作を刊行し
たことも明記しておきたい。Eric Jaffe, A 
Curious Madness: An American Combat 
Psychiatrist, a Japanese War Crimes 
Suspect, and an Unsolved Mystery from 
World War II, New York: Scribner, 
2014/1/14. 
データベース化に関しては、パレスチナ民

族刺繍のモチーフを実際に250種類にわたっ
て刺繍して、さらにその地域的、歴史的特徴
について解説を加えた研究用データベース



である CD-ROM 版「パレスチナ刺繍―モチー
フが語る小宇宙」300 部を作成し、研究者を
含めて関係者に研究用として配布した。 
また、アジア・太平洋戦争期に刊行されて

いた雑誌『猶太研究』全巻のスキャン作業を
終了し、戦時期日本の猶太研究データベース
の一環として近々データベースとして公表
する予定である。 
さらに、エジプト革命関係のアラビア語刊

行物 330 冊のデータベースを作成したが、目
下、公開のための準備を鋭意行っている。 
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